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様式Ｄ：研究概要説明

（１）製鋼スラグと腐植物質の相互作用
と環境リスクの評価

（２）腐植物質の構造解析に基づく
共存金属の環境挙動

（３）腐植酸鉄の生成機構および
実海域での実証的検討

研究目標：製鋼スラグと腐植物質を用いた生態系修復の効果と環境安全性を確認し、
生態系修復技術としての受容性に関わる技術指針を作成する。
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